


























































































て眺めるとき、われわれはそこにある種の宗教批判を看守せざるをえない。たとえばアーノルドは一八六一年に発表した論文「デモクラシー」において、イギリスにおけるデモクラシーの中心的な担い手を台頭しつつあった中産階級のプロテスタント・ディセンターに求め、そ 信仰に根ざしたきわめて強い独立心 厳格な道徳的「品性」を評価しつつも、彼らが知的な「教養 を致命的に欠いていることを指摘する。







































































ミル教養論の問題意識は、 『自伝』にあるように、彼が二十歳のときに経験した「精神の危機」に由来するものであるが、注目すべきはそうした「社会的専制」を助長するものとして、ミルが、前述のように、当時の中産階級の「キリスト教的自己否定」すなわち「人間性」を「根本から腐敗している」と捉える「カルヴァン派」の「窮屈で狭量な品性を志向する強い傾向」の存在を指摘し、そうした動向 対 次のような批判を述べている点である。




















































な支配力」と「自由意志」に基づ て無から世界を創造したということを根拠に 「自然」から道徳 規範を導き出す自然宗教の考え方の論駁を試みている。ミルによれば 」という言葉が指す は 人間 含む「事物の
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ミルによれば、まず宗教の社会的な功利性は道徳としての規範的拘束力にあり、 「権威」 、 「初期教育」 、 「世論」と















るもの」よりもよく果たすことができる。というのも、第一に「人間性の 」は 人びとの思想や感情を、 「その人自身の死後の利益」ではなく、この地上での利他的な目的 固定する点において「私
ディスインタレスティッド
的利害にとらわれない」か
らであり、第二 、伝統的な超自然的宗教が、例外なく、人間の完成可能性 疑念をもち 人間の知的な能力を「ある意味 不活発にすること」を求めるのに対し、 「人間性の宗教」は「純粋な道徳の完成を慕い求める」からである。　
ならば「自然論」でミルが提唱した、自己否定的でない、教養のキリスト教と「人間性の宗教」を比べるとどう









スト教の可能性を否定し、異教的な「人間性の宗教」を唱えている。結局のところ、ミルはこの二つの立場のどちらに軍配を上げたのだろうか。この問題を考える上で、第三 「有神論」の記述は示唆的である。ミルは同論文において、有神論の根拠と主な論点について詳細な検討を踏まえ、 自然宗教と啓示宗 のどちらにおいても、超然的出来事 対する合理的な思考態度は懐疑主義である」とい 結論を導き出している。こ でいう「懐疑主義」
 












































































キリスト教が信仰者たちに人間 完成の原型として示したのは、神というよりはキリストである。現代人の精神を非常に健全に捉えているのは、ユダヤ人 神や自然の神 より、受肉して人間となっ 神 ある。そして、合理的批評 よって何が取り去られて 、キリストは依 とし 残っている。彼は独特の人物であり 先駆者と
Ｊ・Ｓ・ミルにおける教養と宗教471
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